
１．はじめに

　ジャック＝ダルクローズ（１８６５～１９５０スイ

ス）が創案したリトミックが、日本に紹介され

て約１００年が経った。その導入初期、歌舞伎役

者であった市川左団次、小山内薫、作曲家の山

田耕筰、舞踊家石井獏などがヨーロッパでリト

ミックを体験し、日本に紹介した。当時の日本

では、音楽を学ぶために身体を動かすことに抵

抗を感じた音楽家たちの反対によって、広く普

及するには至らなかった。わが国においてリト

ミックは、山田耕筰や石井獏によって、まず舞

踊や演劇の世界へ導入された。後になって音楽

教育の分野へ導入されたのである。

　音楽教育の分野にリトミックを導入したのは

小林宗作（１８９３～１９６３）であった。小学校音楽

教師であった小林宗作は、長女が歌う姿を見て、

音楽教育を取り入れた幼稚園を作りたいと、

ヨーロッパ（パリ）へ旅立ち、１９２３（大正１２）

年、ダルクローズのリトミックと出会った。一

年余り直接ダルクローズからリトミックを学ん

だ彼は、帰国後小学校長として、リトミックを

取り入れたユニークな教育を実践した（小林、

１９９６、p.  １２５）。小林が校長であったトモエ小学

校に転校して来たのが黒柳徹子であった。彼女

は、この小学校でのリトミック経験について、

著書『窓際のトットちゃん』において述べてい

る。リトミックの授業は、幼い彼女に新鮮な時

間であった（黒柳、１９８１、p.  １０７）。トモエ小学

校は戦災により廃校になったが、その後、小林

は国立音楽大学に赴任し、同大学附属幼稚園な

どでリトミック教育を実践した。

　戦後、被爆地広島から招聘され、ニューヨー

ク・ダルクローズ音楽学校へ留学した板野平

（１９２８広島～２００９東京）は、帰国後、小林が勤

めていた国立音楽大学に赴任し、全国の幼稚園、

小学校などへの普及・拡大に努めた。

　こうした人々の尽力によって、今日的には幼

児教育の定番となったリトミックであるが、身

体を動かして音楽を学ぶ、という斬新なアイデ

アは、幼い子どもたちの教育だけに留まらない。

現在では、小学校・特別支援学校・高齢者を対

象とした実践でも注目されるようになった。ま

た学習指導要領や、幼稚園教育要領の改訂によ

り、小学校においても音楽と動きを結びつけた

教育が取り入れられるようになった（文部科学

省、２００８、p.  １５）。

　リトミックは、豊かな感性や自由な表現力を

育成しようとする内容を持っており、多方面か

ら注目されるようになったが、実際の保育現場

や音楽教室の指導者は、リトミックをどのよう

に捉え、指導しているのだろうか。何のために
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リトミックを行うのか、子どもたちはどのよう

な力を獲得していると認識しているのか、など

さまざまな疑問が残されている。

　リトミックの三本柱に含まれるリズムやソル

フェージュ、そして即興演奏の能力が、子ども

の音楽能力を育てるために必要であることは、

学校教育で音楽授業を担当する者だけでなく、

保育者や音楽教室の教師たちも痛感しているこ

とである（ダルクローズ、２００３、p.  ４７～５０）。

　子どもたちが、音を楽譜や音符に置き換えて、

イメージして、音楽を学ぶ方法を考える教師は

多い（柴田、２００２、p.  ３６）。また、子どもたち

がよい耳や絶対音感をつけることを目的とした

ソルフェージュ教育も存在する（江口、２００２、

p.  ３６；渡辺、２００５、p.  ５０）。しかし、これらは

リズムやソルフェージュを行うための方法論で

あり、動きを伴うことが少ない。

　また、実際にリトミック教育によって子ども

たちがどのような力を獲得しているか、これ迄

実践者を対象とした実証的な研究は殆ど無い。

　そこで本稿では、リトミック指導者へのアン

ケート調査を通して、子どもたちのリトミック

レッスンの様子や実態を把握し、子どもがどの

ような音楽的な力や、その他の能力を身につけ

ているのか検討を加える。

２．リトミック教育について

　リトミック音楽教育法は、スイスの作曲家で

あり、音楽教育家であったエミール・ジャック

＝ダルクローズによって創案された。ジュネー

ブ音楽院で音楽理論の講義をしていたダルク

ローズは、目の前を歩く学生を見て、音楽と動

きを結びつけた、という逸話が残っている（石

丸、１９９６、p.  １１６）。彼は、教鞭をとる中で、優

秀な学生たちさえも、十分な音楽表現をしてい

ないことに気づき、身体を使ったエクササイズ

を紹介した。当時、音楽を学ぶために身体を動

かすことは、全く行われていなかったため、ダ

ルクローズの新しい考えは、強烈な反対に遭う。

しかし、彼は、人間の持つ“歩く”という身体

の動きに注目し、人間が一定のテンポで歩くこ

とをリズムの基礎として、音楽を学ぶことと結

びつけた。

　音楽は一定のテンポで流れる。その心地よさ

を味わいながら、音楽の流れに合わせて、意識

して歩き、再び音楽に耳を傾ける。そして、そ

の音楽の表情（ニュアンス）を聴き分けるので

ある（ダルクローズ、２００３、p.  ３６）。また、ダ

ルクローズは、子どもたちが持っている音楽的

センスについて、早くから気付いていた。彼は、

著書『リズム・音楽・教育』第Ⅳ章「音楽と子

ども」（１９１２）の中でそのことについて触れ、

「子どもが音楽を感じ取り、受け入れ、心身を音

楽と一体化させ、耳で聞くだけでなく、全身全

霊で聞くように学ぶことである」（ダルクローズ、

２００３、p.  ３７）と述べている。

３．現代の子どもの教育事情

　子どもの生活スタイルの変化は著しい。一般

的に、戦後の家庭の多くでは、学校から帰ると

母親が迎えてくれ、おやつを食べて宿題をすま

せて友人と遊ぶ。夕方５時のサイレンと共に帰

宅し、習っているピアノなどを練習し、家族と

共に夕食を食べていた。テレビの普及と共に、

徐々に生活スタイルは変わってきた。情報の氾

濫と共に、核家族化が進む。祖父母のいない家

庭、共働きの家庭も多い。こうして鍵っ子が増

えている。

　男女雇用均等法が定められ、女性の社会進出

が進み、現在の子どもたちは母親のいない家に

帰宅することが多い。レッスンやお稽古事は、

子ども自身で出かける。教室を主宰する指導者
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たちは、子どもたちに会えるが、母親とは会え

ない。レッスンの状況について親に報告できな

いことが多い。指導者は、レッスン生やその家

族とのコミュニケーションを取ることが難しい。

また、子どもたちは外で遊ぶことが少なくなり、

ゲーム機等で一人遊びをする。その結果、友だ

ちと遊ぶことができず、友だちとのコミュニ

ケーションを取ることができない子どもが増え

ている。

　忙しい母親と、家で待つ子どもたちは、お稽

古事をするが、結果が目に見えることに走って

いるように感じる。どれだけのことを学んでき

たかチェックする母親たちも、目に見える結果

に翻弄されるという傾向を生んでいるように思

われる。リトミックのように、子どもたちが身

体を動かして学び、その結果を心に蓄積するも

のは、行なったか、行なっていないか、外見か

ら判断することができない。だからこそ、家庭

から信頼され、教師たちが安心してリトミック

のレッスンを進めていく環境を作ることが望ま

れるのである。

４．子どものリトミックレッスンについて

　筆者は１５歳（高校１年）のときにリトミック

に出会い、そのすばらしさを体感した。そのと

き直感的に思ったことは、自分が子どものとき、

リトミックに出会っていればよかった、という

ことである。今、そのすばらしさを知ったこと

で、幼い頃、子どもたちが必要なことを身につ

けるリトミックを、体験しながら育ちたかった

と実感する。

　筆者は、幼い頃からピアノを学んだ。読譜や

指の練習、繰り返して行う毎日の練習。学習を

継続することの忍耐力や、繰り返して練習して

曲を仕上げることは学んだが、音楽の楽しさや

美しさを実感する前に、技術の未熟さや練習不

足を指摘され、挫折しそうになった。しかし、

曲を仕上げたときに大きな感動を味わい、かろ

うじて続けることができた。そしてリトミック

と出会ったことで、音楽のすばらしさを体験し、

現在の自分には、なくてはならないものになっ

ている。

　もし、子どもたちが音楽を学ぶとき、動きを

伴うことによって、音楽に興味を持って取り組

むことができたら、より一層音を楽しく受け止

め、さらに音を敏感に聴こうとするのではない

かと思うようになった。そして、現代の子ども

たちの様子を知りたいと思うようになった。現

在のリトミックレッスンはどのように行われて

いるのか。子どもたちはどのような力を身につ

けているのか。

　ダルクローズは、音楽的な子どもたちがたく

さんいると考えた。拍子外れの行進をしたり、

ピアノのレッスンを拒絶したりするが、音楽的

感覚に欠けているわけではない。音楽の素質は

個人の中に隠されている、と述べている（ダル

クローズ、２００３、p. ３５）。確かに、耳を傾けて

しっかり音楽を聴こうとしなければ、音楽を構

成しているリズムやメロディ・ハーモニーを聴

き取ることができない。幼い頃に音楽的な感覚

を身につけることによって、音に敏感な耳と心

を持ち、音楽を聴きたい、楽器を演奏したい、

と思うのではないか。身体を動かして音楽を学

ぶことで、さらに興味や関心、意欲を持って音

楽と向き合うことができるのではないかと思わ

れる。

５．リトミック実践の実態

（１）調査の目的

　実際に子どものリトミックレッスンはどのよ

うに行われているのだろうか。また、リトミッ

クを実践している指導者はどのような思いで子
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どもたちと向き合っているのだろうか。ここで

はそうしたリトミック実践の実態を明らかにす

ることを目的にしている。

（２）方法

　対象者：リトミック研究センター広島第一支

局１）でリトミックを学び、実践している学生・

保育士・教師約１８０名。対象者は２００９年５月に

スタートした初級クラス（６０名）から、中級ク

ラス（３３名）、上級クラス（２１名）、特別コース

（１８名）、リトミック歴５年以上の特別２クラス

（１０年以上の登録者も含まれる。４６名）までの５

クラスであった。また、リトミックについて学

んだＢ女子大学学生や卒業生にも回答を求めた

（１２名）。合計１９４名にアンケート用紙を配付し

た。回収数は１４４名であった（回収率７４．２％）。

　調査期間：２００９年１１月

　手 続 き：対象者に直接アンケート用紙を手

渡した。回答用紙は、直接筆者が

受け取ったり、あるいは郵送で送

られてきたりした。

（３）アンケート結果

　まずは、アンケートの質問順にその回答の結

果を見てみよう。

　①　対象者の構成

　Ｑ１では、回答者自身について（回答者の年

齢・性別・住居・センターのクラス）尋ねた。

回答者の年齢別の人数を表１に纏めた。

　１０歳代４名は、学生の受講者である。また、

２０歳代５５名中１５名が学生であった。

　性別は、男性２名（１．４％）、女性１４２名

（９８．６％）であり、圧倒的に女性の回答者が多

かった。リトミック指導者は、実際のところ圧

倒的に女性が多い。

　対象者の居住地は、広島市内７３名（５０．７％）、

広島県内５０名（３４．７％）、中国地方１３名（９％）、

その他６名（４．２％）、不明２名（１．４％）で

あった。広島市内で開催される研修会のため、

やはり圧倒的に広島市内、県内居住者が多い結

果であった。市内・県内併せて１２３名（８５．４％）

にのぼる。

　リトミック研究センター広島第一支局受講者

の回答は１３０名で、全回答者の約９０％であった。

クラス別の内訳は、初級４０名、中級１６名、上級

１７名、特別１０名、特別２　３８名、指導者養成校

（大阪）１名、指導スタッフ４名、クラス不明４

名、計１３０名であった。

　特に、初級（１年目）クラス受講者からは、

多くの回答を得ることができた。また、特別２

クラス（受講歴５年以上）クラスからも多くの

回答を得た。このクラスは、研究センター広島

第一支局に５年以上在籍し、リトミックを指導

しながら、自らも学んでいるベテラン指導者た

ちである。彼女らはリトミック経験が豊かであ

り、日常的にレッスンを行い、さらに自らに磨

きをかけている。記述部分で貴重な意見を多く

頂戴した。

　②　子どものリトミック実践の頻度

　Ｑ２は、「子どもたちのレッスンをしている

―　　―４

表１　年齢別回答者

人　数（％）年　齢

４名（ ２．７％）１０歳代

５５名（３８．１％）２０歳代

３０名（２１．５％）３０歳代

４２名（２９　％）４０歳代

１０名（ ６．９％）５０歳代

３名（ ２　％）６０歳代

１４４名　　　　 計
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か」という質問であった。実際に子どもたちの

リトミックレッスンを「行っている」という回

答は、６４名（初級８名、中級５名、上級４名、

特別５名、特別２　３２名、スタッフ４名、クラ

ス不明６名）であった。これは、回答者１４４名

中の４４．４％であり、学生１９名を差し引くと、

レッスンを行っている受講者は、１２５名中６４名

（５１．２％）で、全回答者のおよそ半数にあたる。

　また、レッスンを「行っていない」は、初級

３２／４０名（８０％）、中級１１／１６名（６８．７％）、上

級１３／１７名（７６．５％）、特別５／１０名（５０％）、

特別２　６／３８名（１５．８％）、クラス不明１３名

（学生を含む）計８０名であった。なお、ここで

表示した％は各クラス別の割合である。受講１

年目の初級から４年目の上級クラスにおいては、

レッスンを行っていない受講者が、クラス登録

者の半数を超えた。一方、特別２クラス（５年

以上）の受講者は、受講しながらレッスンを

行っている者が８４％であった。このように、実

際にリトミックを学んだ者が、全員リトミック

指導を行っているわけではない。

　この点について、回答者の自由記述には、「受

講しながら、レッスンを行うことにまだ自信が

ない」と言う回答があった。「リトミックの魅

力に惹かれ、また自分自身のために、幅広く音

楽を受け止めるため」に、あるいは「自分の若

返りのために、子どものレッスンは行わないが

受講している」と述べる回答者もあり、子ども

たちへの指導のためにリトミックを学んでいる

だけではないという実態がわかった。

　リトミックを体験することで、ふと聴こえて

きた音について模索したり、目に入ったものを

見つめたりするようになったりして、自らの感

覚が鋭くなったことを実感する受講者もいた。

つまり、子どもに伝えることより、自分自身の

感覚を刺激する体験を味わっている受講者が多

いことがわかった。

　Ｑ３は、「定期的にレッスンを行っているか」

というものであった。

　「定期的に行っている」５０名（７３．５％）、「不

定期で行っている」１８名（２６．５％）、という回

答であった。つまり、レッスンを行っている者

は６８名となり、Ｑ２でレッスンを行っていると

回答した者６４名より多い。これは定期・不定期

両方のレッスンを行っている指導者が含まれて

いるようである。

　「定期的に行っている」と答えたその内訳は、

回答数６４名中、月１回が１１名（１５．３％）、月２

回（隔 週）１２名（１６．７％）、月 ３ 回 ４ 名

（５．５％）、毎週１回２７名（３７．５％）、不定期１４名

（１９．４％）、その他４名（５．５％）と続く。複数

回答（７２件）があり、同一の指導者が、形態の

違うレッスンを行っていることがわかった。

　この結果から、子どもたちのレッスンがどの

くらいの頻度で行われているか窺い知ることが

出来る。筆者の幼い頃は、毎週行われるレッス

ンが常であった。前回のレッスンを次の学習の

為のステップに用いるためには、子どもたちの

記憶を確認することが必要である。前回の学習

を復習することで、新たな内容が継ぎ足され、

ステップアップする。果たして一ヶ月に一度の

レッスンで、記憶の確認ができるのであろうか。

もし、子どもたちが身体で覚えているのであれ

ば、言葉ではなく、身体を動かして確認するこ

とができると考えられる。

　子どもたちがリトミックに魅力を感じ、興味

や意欲を持って臨むことを理想とするのであれ

ば、記憶を取り戻すことに時間がかからない程

度に、定期的に行われるレッスンが望まれる。

―　　―５
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　③　実践の対象・場所

　Ｑ４は、「子育て支援や公民館などで、さまざ

まな年齢の子どもが共に学ぶ体系のレッスンを

行っているか」という質問であった。

　回答６４名中、「行っている」が１５名（２３．４％）

であった。さまざまな年齢の子どもたちが一緒

に学ぶレッスンのねらいは何であるか。この場

合は、親子で参加し、友だちを作り、地域の輪

を広げるために行われるものが多い。また単発

で行われる場合が多い。

　幼い子どもたちは、年齢や発達によって受け

止めるものが異なる。発達に応じた支援が求め

られる中で、異なる年齢の子どもたちが共に学

ぶ場、とは。子育て支援として行われるリト

ミックは、親子で楽しい時間を過ごすことがで

きるが、リトミックから求められる目標やねら

いを外さず行われるレッスンが望まれる。

　④　幼稚園保育園でのリトミック

　Ｑ５は、「幼稚園や保育園において、クラス単

位のレッスンを行っているか」という質問で

あった。

　ここでは、Ｑ４とは違い、子どもたちの年齢

や発達に応じたレッスン展開ができる。今回は、

クラス担任が行うか、リトミック専門の指導者

が行っているか、という質問項目を設けなかっ

たため、どちらであるか把握していない。

　クラス担任が行うレッスンは、毎日子どもた

ちと出会うことができ、普段の子どもの様子が

分かり、より細やかな指導を展開することがで

きる。その一方で、「先入観で子どもを見てしま

う」という意見があった。またリトミック専門

の指導者が定期的にクラス指導を行う場合は、

先入観なく子どもを観察することができ、意外

な一面を発見することも可能である。しかし、

限られた時間内であり、クラスの人数が多い場

合、子どもたち全員が楽しんだり、その日の目

標やねらいを達成できたりすることは、なかな

か難しいようである。専門の指導者がレッスン

を行う場合、クラス担任は、子どもと共にレッ

スンに参加するか、専門の指導者に任せて子ど

もの様子を観察するか、役割が異なる。

　⑤　幼稚園・保育園以外でのレッスン

　幼稚園・保育園以外でのレッスンについて聞

いたＱ６は、いわゆるプライベートな個人レッ

スンを指している。回答５７名中「個人レッスン

を行っている」指導者は３９名（６８．４％）であっ

た。

　幼い子どもたちが、初めからピアノや電子オ

ルガンのレッスンに入るのではなく、「音楽の楽

しさや美しさを、動きとともに体験し、興味を

持ってレッスンに入る」というケースや、「個

人レッスン中に、音楽の理論を理解するために

リトミックを取り入れて行っている」という回

答もあった。

　前述したように、現代ではお稽古事への取り

組みの様子が変わってきている。物事を学ぶ厳

しさと、それを続けることの忍耐力を伝えるこ

とと、なおかつ毎週のレッスンを楽しくする工

夫が、音楽教室の指導者に求められていると言

える。

　⑥　リトミック実践の対象年齢

　Ｑ７では、対象となる子どもたちの年齢を聞

いた。回答５４名中、０～１歳のクラスは１２名

（２２．２％）、小学生クラスは１１名（２０．４％）が、

また複数クラスを持っている指導者は３５名

（６４．８％）であった２）。

　幼児を中心に、複数のクラスを持っている教

師が多いようである。リトミック研究センター

では、０歳から１歳の乳児や、小学生を対象と

―　　―６
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した講座が設けられている。レッスン開始の年

齢が下がっていることがわかり、幼児のための

リトミックではなく、乳児から小学生など幅広

い子どもたちのクラスが展開されていることが

わかる。

　また、特別支援学校でリトミックを実践して

いる指導者がいることもわかった。小学部１年

生から６年生、中学・高等部までの生徒たちと、

身体を動かして音楽を聴くリトミックの手法を

用いて、支援を行っている様子が書かれていた。

　⑦　クラスの子どもの人数

　Ｑ８では、１クラスの子どもの人数について

尋ねた。その結果、子ども１人のためにクラス

を開設している指導者は１２名（１８．８％）であっ

た。一方、２０名以上のクラスを担当している指

導者は１４名（２１．９％）であった。これは幼稚園

や保育園でのレッスンを指していると思われる。

　１人の子どものために行われるレッスンは、

その子どものペースに合わせて行うことができ

る。しかし、他の子どもの動きを観察したり、

聴いたり、合わせたりする気持ちを育てること

ができない。他者と合わせる楽しさや、コミュ

ニケーションを図るためには、複数の子どもが

共に学ぶ環境が理想であると思われる。

　幼稚園や保育園におけるクラス単位のレッス

ンは、子どもたちのさまざまな動きを発見する

ことができ、子ども相互のコミュニケーション

を図りながら進めることができる。しかし、幼

い子どもは月齢や発達によってできることが違

う。クラス全員が参加し、全員ができるように

なるまでに時間がかかる。

　⑧　１回のレッスン時間

　Ｑ９では、１回のレッスン時間について聞い

た。その結果、「５分」から「６０分」まで、さま

ざまな回答があった。「５分」という回答は、楽

器のレッスン前後に組み込まれているのではな

いか。一方、「６０分」は、幼稚園や保育園での

レッスンではないか。あるいは、ピアノなど楽

器のレッスン前後に組み込まれ、全ての時間を

挙げているのではないかと思われる。

　子どもの年齢にもよるが、彼らが集中して取

り組むことができる時間を考える必要がある。

　⑨　テキスト使用の有無

　Ｑ１０では、「テキストを使ってレッスンを進

めているか」と尋ねたところ、Ｑ６の回答者５７

名中４１名（７１．９％）がテキストを使用している

ことがわかった。

　テキストには、リトミックのねらいについて、

また具体的な実践方法が述べられている。テキ

ストを使用し、これを拠り所にすることで、指

導者は先を見通し、安心してレッスンを展開で

きるようである。

　⑩　子どもたちにテキストを持たせているか

　Ｑ１１では、「子どもたちにテキストを持たせて

いるか」尋ねた。

　回答５４名中「持たせている」は、１０名

（１８．５％）であった。Ｑ１０の結果と併せてみる

と、自分自身はテキストを使用するが、子ども

たちにはテキストを持たせていないという実態

が明らかになった。

　レッスンにおいてテキストを使用すると、座

学になる可能性がある。動きを伴うリトミック

においては、指導者、子ども共にテキストを見

る時間がないことが考えられる。ここでは身体

を動かして体験することだけで終わるのではな

く、年齢が上がるとともに、子どもたちや保護

者に、レッスンのねらいや内容を話し、理解を

求めることが必要なのではないか、と思われる。

―　　―７
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　その一方で、テキストやノートを使用するこ

とで、日ごろのレッスン内容が目に見える形に

置き換えられ、子どもたちがレッスンを続ける

意欲に繋がるのではないかと思われる。

　⑪　カリキュラムの作成について

　Ｑ１２の「１年間のカリキュラムを作成してい

るか」という質問について、解答５７名中「作成

している」は３３名（５７．９％）、「作成していな

い」は２４名（４２．１％）であった。

　定期的に行われているレッスンであれば、当

然必要なカリキュラムである。しかし、カリ

キュラム通りに進むことができないことがある。

自由記述の中には、「クラスや子どもの様子に

よって、また時間によって進度が変わることや、

内容を変更せざるを得ない」という回答があっ

た。

　「作成していない」という回答は、不定期な

レッスンなのか、それとも行き当たりばったり

なのか。公民館など単発のレッスンであれば、

連続したカリキュラムは必要ないのかもしれな

い。しかし、見通しを持って、そのレッスンを

進めていくことが肝要になると考えられる。

　⑫　子どもたちの様子

　Ｑ１３では、子どもたちの様子について聞いた。

回答５２名中、「なかなか参加しない子ども」は存

在しなかった。「全員もしくはほとんどの子ども

の参加」が４９名（９４％）である。これは、まさ

に子どもたちが、動きながら学ぶことが好きで、

意欲的に参加し、活動を楽しんでいることが読

み取られる。

　身体を動かすことが大好きな子どもたちは、

リトミックを遊び感覚で捉え、意欲的に参加し、

楽しみながらレッスンを通して多くのことを身

につけているものと思われる。

　⑬　音楽的な力

　Ｑ１４では、「子どもたちが身につける音楽的な

力」について指導者がどのように考えているか

尋ねた（３つまで複数回答）。その結果を表２に

纏めた。

　回答数１５１中、最も多かったのは「リズム感」

であった。この結果により、多くの指導者が、

子どもたちがまず身につける力は「リズム感」

と感じているようである。

　ダルクローズは、歩くことに注目し、歩行リ

ズムをレッスンに取り入れた。無意識に歩くの

ではなく、音楽をしっかり聴き、その音楽に合

わせて歩いたり、身体を動かしたりすることで、

子どもたちがリズム感を身につける必要性を、

述べている（ダルクローズ、２００３、p. ３）。

　次に多かったのは「表現力」である。これは

幼稚園教育要領や保育指針において、表現とい

う領域があり、子どもたちの豊かな感性や表現

力が求められていることに関連があると思われ

る（文部科学省、２００８、p. １５８；厚生労働省、

２００８、p. ９６）。

―　　―８

表２　子どもたちが獲得していると指導者が考えて
いる音楽的な力

人　数音 楽 的 な 力

３８名（２５．２ ％）リズム感

２５名（１６．６ ％）表現力

２４名（１５．９ ％）音を聴き分ける力

２２名（１４．６ ％）拍子感

１８名（１１．９ ％）空間の認識

１６名（１０．６ ％）テンポ感

４名（ ２．６ ％）記憶力

１名（ ０．６６％）歌う力

１名（ ０．６６％）読譜力

１名（ ０．６６％）演奏技術

１名（ ０．６６％）フレーズ感

１５１名　　　　　計
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　次に多かったのは、「音を聴き分ける力」であ

る。ダルクローズが、音に敏感であることを提

唱した（ダルクローズ、２００３、p. ３７）が、幼い

頃から身体を動かしながら音楽を聴き取ること

で、敏感な耳が育つ。何気なく音が耳に入って

くるのではなく、しっかり聴き取ることで、高

さや強さ等を判断する力や、音の持つ表情も受

け止めることができる。以下、「拍子感」、「テン

ポ感」、「空間の認識」と続いた。つまり、心地

よいテンポを認識することや、時間や力と相互

に感じる空間を、子どもたちが体験している、

と指導者は認識しているようである。

　また、少数意見であるが、「記憶力」や「フ

レーズ感、」、「読譜力」などの回答もみられた。

　指導者は、子どもたちがリトミックを体験す

ることによって、こうした多様な能力を獲得で

きると感じている。これは、指導者がリトミッ

クを自ら体験したことの反映と読み取ることも

できる。

　⑭　子どもたちが獲得する能力

　Ｑ１５では「子どもたちが獲得する能力につい

て」指導者がどのように感じているか尋ねた

（３つまで複数回答）。その結果を表３に纏めた。

　回答数１６１中最も多かったのは、「集中力」３９

名であった。「リトミックを経験すると集中力が

つく」、とうたっている本が多くあるが、子ども

たちは耳を澄まして音楽を聴きながら動くこと

で、集中力を身につけている実態が明らかに

なった。次に「反応力」、「表現力」、「コミュニ

ケーション能力」、「協調性」、「想像力」と続い

た。

　子どもたちはリトミックをすることで、音楽

を学んでいるのであるが、音楽的な力だけでな

く、さまざまな能力を身につけていることがわ

かった。この他「注意力」、「創造力」、「記憶

力」、「思いやり」、「優しさ」など、少数意見も

多岐にわたり、子どもたちが他者に目を向け、

社会で生きていくうえに必要であると言われる

能力を、ここで見ることができた。

６．考　　察

　ジャック＝ダルクローズは、今からほぼ１００

年前に子どもたちの未知の力を信じ、幼い頃に

鋭い感覚を研ぎ澄まし、さまざまな能力を身に

つけるために、リトミック教育を体系化した

（ダルクローズ、２００３、p. ５６）。この考え方は、

現代社会においてもなお新鮮である。

　今回の調査を通して、多くの保育者や音楽指

導者が、さまざまな形でリトミックを実践し、

子どもたちとかかわる時間を持っていることが

わかった。

　彼らの多くは、自身がリトミック（＝音楽）

を楽しみながら、意欲的に学んでいるようであ

―　　―９

表３　子どもたちが獲得していると指導者が考えて
いる能力

人　数（％）獲 得 す る 能 力

３９名（２４．２％）集中力

２３名（１４．３％）反応力

２１名（１３　％）表現力

１６名（ ９．９％）反射神経

１５名（ ９．３％）協調性

１４名（ ８．７％）コミュニケーション能力

１０名（ ６．２％）想像力

６名（ ３．７％）注意力

５名（ ３．１％）思いやり

４名（ ２．５％）記憶力

３名（ １．９％）優しさ

２名（ １．２％）創造力

２名（ １．２％）敏捷性

１名（ ０．６％）他

１６１名　　　　 計
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る。

　また、子どもたちが、レッスンを通して、リ

ズム感をはじめ、表現力や音を聴き分ける力や

拍子感など、音楽を学ぶ上で必要なセンスを身

につけていると感じていることもわかった。

　そして、リトミックの大きな特徴である（音

楽表現における）時間・空間・エネルギー・ダ

イナミックスの関係性についても、子どもたち

は動きで表現したり、演奏したりして学んでい

ることがわかった。

　子どもたちは、一見音楽とは関係ないと思わ

れるような能力（集中力や反射神経、思いやり

や優しさなど）、つまり社会で生きていくために

必要な能力をも同時に身につけている、と多く

の指導者は考えている。例えば、音楽に合わせ

よう、反応しようと集中して聴くことによって、

反射性や反応力が獲得される。また、他者とタ

イミングを合わせたり、同時に動くことを意識

したりすることで、協調性やコミュニケーショ

ンの能力を獲得しているようである。

　言い換えるなら、子どものリトミックレッス

ンは、現代の子どもたちが音楽と出会い、その

よさを知り、表現することの楽しさを味わい、

生涯の心の支えとして、共に歩むことができる

ようにするためのスタートである。レッスンを

通じて、子どもたちは指導者や友だちと出会い、

音楽的な力だけでなく、社会で生きていくため

の能力をも身につけている。仲間と共に学ぶこ

とで、友達の存在を知り、喜びを共感すること

ができる。これらのことを通して、リトミック

が全人教育とうたわれていることと繋がってく

ると思われる。

　今回の調査では、リトミックレッスンが子ど

もと指導者１対１で行われている実態が明らか

になったが、ここではレッスン形態や時間等の

違いによる子どもの実態を掴むことができな

かった。また、今回の調査により、指導者が抱

えているいくつかの課題が見えてきた。

　子どもたちが意欲的にレッスンに参加するこ

とで、指導者は、リトミックのねらいや目標を

ある程度理解しているように見受けられる。し

かし、レッスンの低年齢化や、リトミックは結

果の見えないお稽古事として、子どもたちが長

くレッスンを継続することができるのか、不安

を抱いている指導者も見られた。これは、リト

ミックレッスンにおいて、子どもたちが楽譜な

どのテキストを使用していないことにも通じる

ところがあるように思われる。

　つまり、身体を動かして学ぶことによって、

心と身体に豊かな感性を身につけるが、総じて

リトミックは、即座に結果が見えないことによ

る不安を訴える指導者がいることも分かってき

た。保育者や音楽指導者たちは、子どもたちと

レッスンの内容を振り返り、子どもが行ったこ

とを共通理解し、先の見通しを持って次のレッ

スンに臨むことが求められる。

　また、筆者と同じように、「リトミックと早い

時期に出会いたかった」と記述した指導者も存

在したことから、今後は、保育者や音楽指導者

などに焦点を当て、彼らがリトミックを知った

ことで変化した意識や、身につけたことなど、

彼ら自身が抱いている課題についても検討を加

えていきたい。

 

―　　―１０
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注

１）リトミック研究センター（岩崎光弘会長）は、子
どもたちにリトミック教育を通して、豊かな感性や
柔軟な思考力を育み、わが国を担う人材育成を目指
して、１９８６年に設立された非営利活動法人である。
東京・大阪・名古屋に教員養成校をもち、全国３６支
局において、月例研修会を行い、リトミック指導者
の育成に努めている。広島第一支局はその中の一つ
で、毎月月例研修会を開催している。
２）ここでは複数回答を含めると全体の比率は１０７％
であった。
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